
【著作紹介】銀行のグループ経営 

著者：野﨑 浩成（国際学部グローバル・イノベーション学科 教
授） 【編著】 
出版社：きんざい 
出版年：2016 年 5 月発行 
価格：5,000 円＋税 
ISBN：9784322128659 

所蔵状況を確認する 
http://triton.lib.toyo.ac.jp/detail?bbid=U102189073 

内容： 
グローバルコングロマリットを巡る国際規制の強化、FinTech 時代に向けた国内業務範囲規制の見直
し、金融持株会社方式による地銀再編の急展開、企業統治改革、国内商業銀行市場の限界……銀行の単
体経営から金融グループマネジメントへ 
◆金融持株会社および傘下の商業銀行、証券会社、ノンバンク、資産運用会社について、それぞれの固
有ビジネスと規制／監督の両面から、グループ経営の発展過程、現状、将来を俯瞰した画期の書。 
◆各金融セクターのトップアナリスト／コンサルタントと金融／ガバナンス分野の専門弁護士によるコ
ラボ執筆。 

きんざいの紹介ページ 
https://store.kinzai.jp/public/item/book/B/12865/ 

 

教員メッセージ 

金融持株会社および、傘下の商業銀行、証券会社、ノンバンク、資産運用会社の固有ビジネスと規制・
監督の両面から、グループ経営の発展過程、現状、将来を俯瞰した画期的な本です。執筆陣は、各金融
セクターのトップアナリスト・コンサルタントと、金融・ガバナンス分野の専門弁護士と多彩です。 

目次 
●主要目次● 

第１章 銀行を中心とする金融グループの現在、過去、未来 

１ 世界と日本におけるグループ経営の歴史／２ 日本の金融グループ俯瞰図／３ ３メガ、有力地銀
グループの収益構成／４ グループ経営の評価／５ これからのわが国における規制・監督とグループ
経営 

http://triton.lib.toyo.ac.jp/detail?bbid=U102189073
https://store.kinzai.jp/public/item/book/B/12865/


第２章 日本の銀行グループ規制 

１ 銀行のグループ規制に関連する法律／２ 銀行法の目的と体系／３ 銀行および銀行業の定義と参
入規制／４ 銀行の業務範囲／５ 子会社規制／６ 出資制限／７ 業務に関する規制／８ 銀行代理
業・外国銀行代理業／９ 株主規制／10 再編 

第３章 銀行グループのコーポレート・ガバナンス 

１ 銀行の機関設計／２ 銀行の役員に対する規律／３ 内部統制システム／４ グループガバナンス
／５ ２つのコード 

第４章 グローバル金融規制とグループ経営 

１ グローバル金融規制の流れを鳥瞰する／２ グローバル規制の全体像１―ミクロプルーデンス／３ 
グローバル規制の全体像２―マクロプルーデンス 

第５章 銀行 

１ 事業構造／２ 銀行の沿革／３ 市場規模と遷移／４ 主要プレーヤーとその成長力／５ 法規制
と監督／６ 銀行の業務と機能／７ 親・兄弟会社とのシナジー／８ 将来展望と課題 

第６章 証券会社 

１ 事業構造／２ 主要プレーヤーと業績動向／３ 個人向け証券ビジネス（リテール部門）／４ 法
人向け証券ビジネス（ホールセール部門）／５ 法規制と監督／６ 証券会社の展望と課題 

第７章 ノンバンク 

１ 事業構造／２ ノンバンクの概要／３ 個人向け金融サービス事業／４ 企業向け金融サービス事
業／５ 法規制と監督／６ ノンバンクビジネスの展望 

第８章 投資運用・助言会社 

１ 事業構造／２ 業態の沿革／３ 市場規模と遷移／４ 主要プレーヤーとその成長力／５ 法規制
と監督／６ 業務の解説／７ 親・兄弟会社とのシナジー／８ 将来展望と課題 

第９章 （自己勘定）投資・ファンド運営 

１ 事業構造／２ 業態の沿革／３ 市場規模と遷移／４ 主要プレーヤーとその成長力／５ 法規制
と監督／６ 業務の解説／７ 親・兄弟会社とのシナジー／８ 将来展望と課題 

  



［著者］ 野崎 浩成（ノザキ ヒロナリ） 
1986 年慶應義塾大学経済学部卒。1991 年エール大学経営大学院修了。博士(政策研
究、千葉商科大学)。埼玉銀行、HSBC、シティグループ証券マネジングディレクタ
ー、千葉商科大学大学院客員教授などを経て 2015 年 4 月より現職。 

米国 CFA 協会認定証券アナリスト、日本証券アナリスト協会検定会員。2010 年日経
アナリストランキング総合 1 位(全産業)、日経アナリストランキング 1 位(銀行部
門、2015 年まで 11 年連続)、インスティテューショナル・インベスター誌１位(銀行
部門、2013 年まで 10 年連続)。2015 年金融審議会専門委員。 

著書に『トップアナリストがナビする金融の「しくみ」と「理論」』(同文舘出版)、『銀行』『バーゼ
ル III は日本の金融機関をどう変えるか(共著)』(以上、日本経済新聞出版社)、『銀行の罪と罰』(蒼天社
出版)、『銀行のグループ経営(共著)』『グローバル金融システムの苦悩と挑戦(共著)』(以上、金融財政
事情研究会)などがある。 

関連リンク 

東洋大学研究者情報データベース（野崎浩成教授） 
http://ris.toyo.ac.jp/profile/ja.08cae0a60c6f5e8f7063733cd9177903.html 

http://ris.toyo.ac.jp/profile/ja.08cae0a60c6f5e8f7063733cd9177903.html
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